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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 27日 (2007.11.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 波 長 の 異 な る 光 源 か ら の 光 束 を 光 デ ィ ス ク の 記 録 面 に 集 光 す る た め の
対 物 レ ン ズ を 含 む 集 光 光 学 系 と 、 前 記 記 録 面 か ら の 反 射 光 を 検 出 す る た め の 受 光 手 段 と を
有 し 、 透 明 基 板 厚 さ が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 光 デ ィ ス ク （ 但 し 、 第 １ の 光 デ ィ ス ク の 方 が
第 ２ の 光 デ ィ ス ク よ り も 対 物 レ ン ズ に 対 す る 必 要 開 口 数 が 大 き い と す る ） に 対 し て 、 情 報
の 記 録 又 は 再 生 が 可 能 な 情 報 記 録 再 生 用 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に 使 用 さ れ る 対 物 レ ン ズ に
お い て 、
　 前 記 対 物 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方 の 面 に 射 光 束 を ｋ 個 （ ｋ ≧ ４ ） の 輪 帯 状 の 光 束 （
こ こ で 、 光 軸 側 か ら そ の 外 側 に 向 か っ て 、 順 に 第 １ 、 第 ２ 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 、 第 ｋ 光 束 と す
る ） に 分 割 す る 輪 帯 状 段 差 部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 に は 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 最 良 像 面 位 置 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 の 波 面 収 差
の 球 面 収 差 成 分 は ０ ． ０ ５ λ 1 ｒ ｍ ｓ 以 下 （ λ 1 ： 第 １ の 光 デ ィ ス ク 用 の 光 源 波 長 ） で あ り
、
　 前 記 第 ２ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 光 束 は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １
及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 と は 異 な る 位 置 に 見 か け 上 の 最 良 像 面 位 置 が 形 成
さ れ 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 で 、 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必
要 開 口 数 内 を 通 る 前 記 第 １ な い し 第 ｋ 光 束 の そ れ ぞ れ の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 が ほ ぼ ｍ

i λ 1 （ ｍ i 個 は 整 数 で 、 ｉ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ， ｋ ） と な る こ と を 特 徴 と す る 対 物 レ
ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記
最 良 像 面 位 置 で 、 前 記 第 １ な い し 第 ｋ 光 束 の そ れ ぞ れ の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 量 Ｗ １ が
、
　 　 （ ｍ i － ０ ． ３ ０ ） λ 1 ≦ Ｗ １ ≦ （ ｍ i ＋ ０ ． ３ ０ ） λ 1

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 対 物 レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 波 長 λ 2 の 光 源 か ら の 光 束 を 用 い て 情

、 入



報 の 記 録 及 び ／ 又 は 再 生 を 行 う 際 に は 、 第 １ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 ま で の 光 束 内 の 光 線
の 波 面 収 差 が ほ ぼ ｎ i λ 2 （ ｎ i は 整 数 で 、 ｉ ＝ １ 、 ２ 、 … 、 ｋ － １ ） と な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 対 物 レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 波 長 λ 2 の 光 源 か ら の 光 束 を 用 い て 情
報 の 記 録 及 び ／ 又 は 再 生 を 行 う 際 に は 、 第 １ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 ま で の 光 束 内 の 光 線
の 波 面 収 差 量 Ｗ ２ が 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必 要 開 口 に お い て 、
　 　 　 （ ｎ i － ０ ． ３ ０ ） λ 2 ≦ Ｗ ２ ≦ （ ｎ i ＋ ０ ． ３ ０ ） λ 2

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 対 物 レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 整 数  ｍ i の 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 、 及 び 前 記 整 数  ｎ i の 最 大 値 と
最 小 値 と の 差 と が 共 に ２ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 対 物 レ ン ズ
。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 個 数 ｋ が ｋ ＝ ４ で あ り 、 前 記 弟 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 の 絞 り 径 を
φ ｍ ａ ｘ 、 第 １ 光 束 と 第 ２ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の 高
さ を ｈ １ 、 第 ３ 光 束 と 第 ４ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の 高
さ を ｈ ３ と し た と き 、
　 　 ０ ． ６ ２ ≦ ｈ １ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ６ ９
　 　 ０ ． ７ ０ ≦ ｈ ３ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ８ ０
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 対 物 レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 個 数 ｋ が ｋ ＝ ６ で あ り 、 第 ２ 光 束 及 び 第 ５ 光 束 が つ く る 見 か け 上
の 最 良 像 面 位 置 が 、 第 ６ 光 束 が つ く る 最 良 像 面 位 置 と 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 対 物 レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 個 数 ｋ が ｋ ＝ ６ で あ り 、 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 の 絞 り 径 を
φ ｍ ａ ｘ 、 第 １ 光 束 と 第 ２ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の 高
さ を ｈ １ 、 第 ５ 光 束 と 第 ６ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の 高
さ を ｈ ５ と し た と き 、
　 　 ０ ． ５ ２ ≦ ｈ １ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ６ ７
　 　 ０ ． ７ ０ ≦ ｈ ５ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ８ ２
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 対 物 レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 波 長 の 異 な る 光 源 か ら の 光 束 を 光 デ ィ ス ク の 記 録 面 に 集 光 す る た め の
対 物 レ ン ズ を 含 む 集 光 光 学 系 と 、 前 記 記 録 面 か ら の 反 射 光 を 検 出 す る た め の 受 光 手 段 と を
有 し 、 透 明 基 板 厚 さ が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 光 デ ィ ス ク （ 但 し 、 第 １ の 光 デ ィ ス ク の 方 が
第 ２ の 光 デ ィ ス ク よ り も 対 物 レ ン ズ に 対 す る 必 要 開 口 数 が 大 き い と す る ） に 対 し て 、 情 報
の 記 録 又 は 再 生 が 可 能 な 情 報 記 録 再 生 用 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い て 、
　 前 記 対 物 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方 の 面 に 射 光 束 を ｋ 個 （ ｋ ≧ ４ ） の 輪 帯 状 の 光 束 （
こ こ で 、 光 軸 側 か ら そ の 外 側 に 向 か っ て 、 順 に 第 １ 、 第 ２ 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 、 第 ｋ 光 束 と す
る ） に 分 割 す る 輪 帯 状 段 差 部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 に は 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 最 良 像 面 位 置 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 の 波 面 収 差
の 球 面 収 差 成 分 は ０ ． ０ ５ λ 1 ｒ ｍ ｓ 以 下 （ λ 1 ： 第 １ の 光 デ ィ ス ク 用 の 光 源 波 長 ） で あ り
、
　 前 記 第 ２ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 光 束 は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １
及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 と は 異 な る 位 置 に 見 か け 上 の 最 良 像 面 位 置 が 形 成
さ れ 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 で 、 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必
要 開 口 数 内 を 通 る 前 記 第 １ な い し 第 ｋ 光 束 の そ れ ぞ れ の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 が ほ ぼ ｍ

i λ 1 （ ｍ i 個 は 整 数 で 、 ｉ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ， ｋ ） と な る こ と を 特 徴 と す る 光 ピ ッ
ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前
記 最 良 像 面 位 置 で 、 前 記 第 １ な い し 第 ｋ 光 束 の そ れ ぞ れ の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 量 Ｗ １
が 、
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数 内

、 入



　 　 （ ｍ i － ０ ． ３ ０ ） λ 1 ≦ Ｗ １ ≦ （ ｍ i ＋ ０ ． ３ ０ ） λ 1

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 波 長 λ 2 の 光 源 か ら の 光 束 を 用 い て
情 報 の 記 録 及 び ／ 又 は 再 生 を 行 う 際 に は 、 第 １ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 ま で の 光 束 内 の 光
線 の 波 面 収 差 が ほ ぼ ｎ i λ 2 （ ｎ i は 整 数 で 、 ｉ ＝ １ 、 ２ 、 … 、 ｋ － １ ） と な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 波 長 λ 2 の 光 源 か ら の 光 束 を 用 い て
情 報 の 記 録 及 び ／ 又 は 再 生 を 行 う 際 に は 、 第 １ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 ま で の 光 束 内 の 光
線 の 波 面 収 差 量 Ｗ ２ が 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必 要 開 口 に お い て 、
　 　 　 （ ｎ i － ０ ． ３ ０ ） λ 2 ≦ Ｗ ２ ≦ （ ｎ i ＋ ０ ． ３ ０ ） λ 2

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 乃 至 １ １ の い ず れ か に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 整 数  ｍ i の 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 、 及 び 前 記 整 数  ｎ i の 最 大 値
と 最 小 値 と の 差 と が 共 に ２ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 光 ピ
ッ ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 個 数 ｋ が ｋ ＝ ４ で あ り 、 前 記 弟 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 の 絞 り 径
を φ ｍ ａ ｘ 、 第 １ 光 束 と 第 ２ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の
高 さ を ｈ １ 、 第 ３ 光 束 と 第 ４ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の
高 さ を ｈ ３ と し た と き 、
　 　 ０ ． ６ ２ ≦ ｈ １ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ６ ９
　 　 ０ ． ７ ０ ≦ ｈ ３ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ８ ０
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 個 数 ｋ が ｋ ＝ ６ で あ り 、 第 ２ 光 束 及 び 第 ５ 光 束 が つ く る 見 か け
上 の 最 良 像 面 位 置 が 、 第 ６ 光 束 が つ く る 最 良 像 面 位 置 と 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
乃 至 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 個 数 ｋ が ｋ ＝ ６ で あ り 、 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 の 絞 り 径
を φ ｍ ａ ｘ 、 第 １ 光 束 と 第 ２ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の
高 さ を ｈ １ 、 第 ５ 光 束 と 第 ６ 光 束 と に 分 割 す る 前 記 輪 帯 状 段 差 部 分 の 境 界 か ら 光 軸 ま で の
高 さ を ｈ ５ と し た と き 、
　 　 ０ ． ５ ２ ≦ ｈ １ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ６ ７
　 　 ０ ． ７ ０ ≦ ｈ ５ ／ ０ ． ５ φ ｍ ａ ｘ ≦ ０ ． ８ ２
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 対 物 レ ン ズ は 、 波 長 の 異 な る 光 源 か ら の 光 束 を 光 デ ィ ス ク の 記 録 面 に
集 光 す る た め の 対 物 レ ン ズ を 含 む 集 光 光 学 系 と 、 前 記 記 録 面 か ら の 反 射 光 を 検 出 す る た め
の 受 光 手 段 と を 有 し 、 透 明 基 板 厚 さ が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 光 デ ィ ス ク （ 但 し 、 第 １ の 光
デ ィ ス ク の 方 が 第 ２ の 光 デ ィ ス ク よ り も 対 物 レ ン ズ に 対 す る 必 要 開 口 数 が 大 き い と す る ）
に 対 し て 、 情 報 の 記 録 又 は 再 生 が 可 能 な 情 報 記 録 再 生 用 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に 使 用 さ れ
る 対 物 レ ン ズ に お い て 、
　 前 記 対 物 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方 の 面 に 射 光 束 を ｋ 個 （ ｋ ≧ ４ ） の 輪 帯 状 の 光 束 （
こ こ で 、 光 軸 側 か ら そ の 外 側 に 向 か っ て 、 順 に 第 １ 、 第 ２ 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 、 第 ｋ 光 束 と す
る ） に 分 割 す る 輪 帯 状 段 差 部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 に は 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 最 良 像 面 位 置 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 の 波 面 収 差
の 球 面 収 差 成 分 は ０ ． ０ ５ λ 1 ｒ ｍ ｓ 以 下 （ λ 1 ： 第 １ の 光 デ ィ ス ク 用 の 光 源 波 長 ） で あ り
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、
　 前 記 第 ２ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 光 束 は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １
及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 と は 異 な る 位 置 に 見 か け 上 の 最 良 像 面 位 置 が 形 成
さ れ 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 で 、 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必
要 開 口 数 内 を 通 る 前 記 第 １ な い し 第 ｋ 光 束 の そ れ ぞ れ の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 が ほ ぼ ｍ

i λ 1 （ ｍ i 個 は 整 数 で 、 ｉ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ， ｋ ） と な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 対 物 レ ン ズ は 、 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 波 長 λ 2 の 光 源 か ら の
光 束 を 用 い て 情 報 の 記 録 及 び ／ 又 は 再 生 を 行 う 際 に は 、 第 １ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 ま で
の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 量 Ｗ ２ が 前 記 第 ２ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必 要 開 口 に お い て
、
　 　 　 （ ｎ i － ０ ． ３ ０ ） λ 2 ≦ Ｗ ２ ≦ （ ｎ i ＋ ０ ． ３ ０ ） λ 2 　 　 　 　 　 （ ２ ）
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 例 え ば 光 デ ィ ス ク と し て Ｃ Ｄ を 用 い た 場 合 、 Ｗ ２
が 上 式 （ ２ ） を 満 た さ な い 場 合 、 波 面 収 差 の ズ レ が 生 じ 、 ス ポ ッ ト 光 強 度 が 低 下 す る か ら
で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 は 、 波 長 の 異 な る 光 源 か ら の 光 束 を 光 デ ィ ス ク の
記 録 面 に 集 光 す る た め の 対 物 レ ン ズ を 含 む 集 光 光 学 系 と 、 前 記 記 録 面 か ら の 反 射 光 を 検 出
す る た め の 受 光 手 段 と を 有 し 、 透 明 基 板 厚 さ が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 光 デ ィ ス ク （ 但 し 、
第 １ の 光 デ ィ ス ク の 方 が 第 ２ の 光 デ ィ ス ク よ り も 対 物 レ ン ズ に 対 す る 必 要 開 口 数 が 大 き い
と す る ） に 対 し て 、 情 報 の 記 録 又 は 再 生 が 可 能 な 情 報 記 録 再 生 用 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に
お い て 、
　 前 記 対 物 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方 の 面 に 射 光 束 を ｋ 個 （ ｋ ≧ ４ ） の 輪 帯 状 の 光 束 （
こ こ で 、 光 軸 側 か ら そ の 外 側 に 向 か っ て 、 順 に 第 １ 、 第 ２ 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 、 第 ｋ 光 束 と す
る ） に 分 割 す る 輪 帯 状 段 差 部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク 使 用 時 に は 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 最 良 像 面 位 置 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 の 波 面 収 差
の 球 面 収 差 成 分 は ０ ． ０ ５ λ 1 ｒ ｍ ｓ 以 下 （ λ 1 ： 第 １ の 光 デ ィ ス ク 用 の 光 源 波 長 ） で あ り
、
　 前 記 第 ２ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 光 束 は そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １
及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 と は 異 な る 位 置 に 見 か け 上 の 最 良 像 面 位 置 が 形 成
さ れ 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ｋ 光 束 が つ く る 前 記 最 良 像 面 位 置 で 、 前 記 第 １ の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必
要 開 口 数 内 を 通 る 前 記 第 １ な い し 第 ｋ 光 束 の そ れ ぞ れ の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 が ほ ぼ ｍ

i λ 1 （ ｍ i 個 は 整 数 で 、 ｉ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ， ｋ ） と な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に よ れ ば 、 そ の 対 物 レ ン ズ に お い て 、 前 記 第 ２
の 光 デ ィ ス ク に 対 し て 波 長 λ 2 の 光 源 か ら の 光 束 を 用 い て 情 報 の 記 録 及 び ／ 又 は 再 生 を 行
う 際 に は 、 第 １ な い し 第 （ ｋ － １ ） 光 束 ま で の 光 束 内 の 光 線 の 波 面 収 差 量 Ｗ ２ が 前 記 第 ２
の 光 デ ィ ス ク に 対 す る 必 要 開 口 に お い て 、
　 　 　 （ ｎ i － ０ ． ３ ０ ） λ 2 ≦ Ｗ ２ ≦ （ ｎ i ＋ ０ ． ３ ０ ） λ 2 　 　 　 　 　 （ ８ ）
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 例 え ば 光 デ ィ ス ク と し て Ｃ Ｄ を 用 い た 場 合 、 Ｗ ２
が 上 式 （ ８ ） を 満 た さ な い 場 合 、 波 面 収 差 の ズ レ が 生 じ 、 ス ポ ッ ト 光 強 度 が 低 下 す る か ら
で あ る 。
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